
大 規 模 穏 作 経 営 に お け る 投 資 限 界

( 農 試  経 営 部 )

1  背 景 とね ら い

大 規 模 稲 作 経 営 で は 、 多 額 を 資 本 の 装 備 が 必 要 で あ り 、経 営 の 安 全 性 を確 保 す る た め

に は 、適 正 な 投 資 額 を 把 握 した う え で 、横 械 ・施 設 等 の 装 備 を行 うこ と が 重 要 で あ る 。

こ こ で は 、北 上 川 上 流 地 t t F にお け る稲 作 5 h a 規 模 経 営 の 実 懸 調 査 か ら 、 投 資 経 済 性

計 算 式 に よ り、一 定 の 家 計 仕 向 額 を 確 保 しつ つ 、収 員 水 準 に応 した 機 械 ・施 設 へ の 投 資

可 能 額 ( 「 設 備 投 資 可 能 額 」 ) を 明 らか に した の で 、指 導 上 の 参 考 に 供 す る .

2  技 補 の 内 容

表 1 5 ha規 模における投資限界 (利子等5%、 資本回収期間7年 )
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注 ・ 1年 当り投資限界 :1年 当りの機械 ・施設への投資可白こ額を示している
(以下 「資本収益」という)。

・資本回収期間当り投資限界 :資本回収期間における機械 ・施設への投資
可能額をしめしている (以下 「設備投資可能額」という)。

設 備 投 資 可 権 額 は 、 資 本 回 収 期 間 ( 機 械 ・施 設 の 総 合 耐 用 年 数 ) に お け るほ 横 ・施 設
へ の 投 資 可 能 額 の 合 計 を表 し、 1 年 当 り投 資 可 能 額 で あ る 「資 本 収 益 」 に 連 携 ( 年 金 )

現 値 係 数 を 乗 して 求 め た もの で あ る 。 これ は 、経 済 的 に 許 容 され る機 械 ・施 設 へ の 投 資

額 の 上 限 を示 し、現 実 の 機 械 ・施 設 へ の 投 資 額 は これ を超 え な い よ うに 管 理 され を け れ

ば な らな い 。

指 導 上 の 留 意 事 項

( 1 ) 土 地 購 入 また は 土 地 基 基 整 備 等 の 償 還 金 が あ る場 合 は 、 そ の 金 額 を 資 本 収 益 か ら

差 し引 い て 設 備 投 資 可 能 額 を 計 算 す る こ と .

( 2 ) 設 備 投 資 可 能 額 は 、利 子 率 及 び 資 本 回 収 期 間 に よ り異 な る の で 、農 家 の 実 情 に あ

わ せ て 計 算 す る こ と .

参 考 文 献 ・資 料

( 1 ) a 谷  長  「 農 業 投 資 の 経 済 理 論 」農 林 統 計 協 会 、 1 9 7 5 年

( 2 ) 亀 谷  塁  「 農
‐
案 投 資 の 理 論 と戦 略 」 雷 民 協 会 、 1 9 7 7 年

( 3 ) 矢 尾 板 日出 臣  「 農 業 投 資 の 意 思 決 定 」明 文 書 房 、 1 9 8 5 年

( 4 ) 昭 和 5 6 年 度 指 導 上 の 参 考 事 項 「りん ご お い化 載 培 に お け る 資 本 投 下 と そ の 効 率 」

- 7 0 -



5 、 試 験 成 績

表2 調 査農家の経営収支及び家計仕向領(10a当り、昭和60年)

単位 :円、kg、

注 ・物財貫とは、種首貫、肥料貫、農業繁剤費、光熱動力賞、酷材料資、水利賞、
賃借料及び料金、修籍貫、雇用労貨を合計したものである。

・家計仕向額は各農家とも一律 500万円とした。

表3 調 査農家の主要機械 ・施設装備
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区 分 A農 家 B農 家 C農 家 D農 家 E農 家 平 均

収童

粗収入      (A)
物財貫      (B)
家計仕向額    (C)
資本収益  (D=A‐ B‐C)
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主要機械 ・施設 A 農 家 B 農 家 C 農 家 D 農 家 E 農 家
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